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安全なインプラント手術を実現するための歯科医療リスクマネジメント 

大渡凡人 
 

高齢はインプラント手術の絶対的禁忌ではないといわれています。このため、著しい人口高齢化を背

景に、インプラント手術を受ける高齢者は増えているようです。高齢者の重要な特徴の一つに、多様で、

しばしば重篤な全身疾患を持つことが挙げられます。このことは、インプラント手術などの侵襲的処置

により全身的偶発症の頻度が増えることを意味します。 

25 年以上前に、高齢者の歯科医療リスクマネジメントを始めた頃には、全身疾患をもつ高齢歯科患者

は本当に少なかったのです。しかし、重篤な全身疾患を有する高齢者は徐々に増え、2 年ほど前に九州に

戻る頃には、有病高齢者ばかりになり、全身的偶発症も大幅に増え、本当に忙しい毎日になっていまし

た。 

インプラント手術における全身的偶発症の詳細は不明ですが、そのリスクは年々上昇していることが

予測されます。｢医療安全｣は、我々、歯科医療従事者にとって昔も今も説明不要の必要条件ですが、高齢

化がその優先順位を押し上げているといえます。そのうえ、医療事故に対する社会的制裁は格段に厳し

いものになっています。 

このような時代に安全安心なインプラント手術を行うためには,医学的エビデンスに基づいたリスク

マネジメントがどうしても必要です。演者は、そのプロセスを、「予防」、「早期発見」、そして「対応」の

3 つに分けて考えています。このうち、我々にとって最も有効なのは「予防」です。 

医学的に正しく、有効な予防手段を講じるためには,患者の医療情報(病歴･薬剤情報,理学的検査デー

タ,医師からの医学的情報など)を入手し、全身状態を評価し,起こりうる全身的偶発症を論理的に「予測

する」しなければなりません.そのうえで、予測される全身的偶発症の発生リスクを低下させるには、ど

のような手段を講じればよいかを、論理的に考え、実行する必要があります。この作業は地味で、経済的

インセンティブも見えにくいものですが、先に述べた理由から、これから一段と重要になるのは間違い

ないといえます。 

今回は、全身疾患をもつ患者のインプラント手術において、どのような予防を行えば、安全に目的を

達成できるか、について、わかりやすく解説させていただく予定です. 
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